
公益社団法人日本建築士会連合会共済補償制度係 

株式会社エイアイシー行 

FAX番号 03-6272-6209 

メール info@aic-agt.co.jp 

≪  ２０２５年度 新規 工事総合補償制度（ＮＥＷこうばい）お見積依頼書  ≫ 

お見積り算定条件をご記入いただき、FAX もしくはメールにてご連絡ください。 

こちらの条件にて、全プランのお見積もりをご提示させていただきます。 

会社名 

担当者 

 

住所 
 

電話・FAX 電話                   / FAX 

E-Mail  

※直近の会計年度の年間完成工事高をご記入ください。[万円単位（千円単位四捨五入）] 

決算期間は 1年間です。短期決算となる場合は前年の申告数字をご記入いただき、決算資料の添付が必要となります。 

年間完成工事高 

（注）税込金額 
 万円 

 

平均工期  か月 
経営事項審査結果通知書 

総合評定値 
 点 

構造別級についての詳細は裏面を参照ください。 

A 級：主として鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨コンクリート造、鉄筋コンクリート造 

B級：主として鉄骨造    

C級：主として木造 

年間完成工事高内訳 

A級 B級 C級 

万円 

％ 

万円 

％ 

万円 

％ 

該当の方のみご記入ください 

該当する業種に〇をしてください。＊工事の種類が複数ある場合は、主となる工事を記載してください。 

工事の

種類 

 道路工事、軌道工事、鉄道新設工事、橋梁建設工事 

 建築工事（ビル建設工事、高層構築物建設工事、看板設置、建築物内装・外装工事） 

 建築物設備工事、プラント機械・装置の組立、据付工事、機械・装置のメンテナンス 

 管工事、地下鉄等地下工事、その他地下工事 

 土地造成工事、護岸・桟橋工事、造園業者 

 移動、解体、取壊工事 

 

会計年度        年         月 ～       年        月末 

 

所属建築士会名  
所属建築士会

会員名 
 

けんばい 

加入者証番号 
 

けんばいの加入のない場合は『なし』とご記入くだ

さい 



≪裏面≫ 

 

【A級】 
1. 建物の主要構造部のうち、柱、はりおよび床がコンクリート造または鉄骨を耐火被覆した

もので組み立てられ、屋根、小屋組（最上階のはりを含む。）および外のすべてが不燃材
料で造られた建物 

2. 建物の主要構造部のうち、柱、はりおよび床が木材または鉄骨を防火被覆したもの（注
1）で組み立てられ、外壁のすべてが不燃材料または準不燃材料で造られもしくは被覆さ
れた建物。ただし、外壁、柱、はりおよび床については、通常の火災時の加熱に1時間以
上耐える性能を有するもの（注2）に限ります。 

 
【B級】 
1. 外壁のすべてが下記のいずれかに該当する建物 
（a）コンクリート造 （b）コンクリートブロック造（c）れんが造（ d）石造 

2. 土蔵造建物 
3. 鉄骨造建物で、外壁のすべてが下記のいずれかに該当する建物 
（a）不燃材料または準不燃材料で造られたもの 
（b）不燃材料で被覆されたもの 

4. 建物の主要構造部のうち、柱、はりおよび床が木材または鉄骨を防火被覆したもの（注
1）で組み立てられ、外壁のすべてが不燃材料または準不燃材料で造られもしくは被覆さ
れた建物。ただし、外壁、柱、はりおよび床については、通常の火災時の加熱に45分以
上耐える性能を有するもの（注3）に限ります。 

 
【C級】 
A級、B級に該当しない建物 
 
（注1）柱もしくははりに構造用集成材（厚さ20mm程度の挽き板を繊維方向に平行に積層接

着したもの）等を使用した場合または床の表側に畳もしくは一定の厚さ以上（A級構
造にあっては40mm以上、B級構造にあっては30mm以上）の木材を使用した場合に
は、その部分の防火被覆は必要ありません。 

（注2）建築基準法施行令第115条の2の2に定める木造3階建共同住宅等をいいます。 
（注3）建築基準法施行令第107条の2に定める木造準耐火建築物等をいいます。 

 

 

上記の個人情報につきましては、工事総合補償制度（NEWこうばい）パンフレット巻末の「個人情報の

取り扱いについて」に基づき取扱を行います。内容をご確認いただき、ご同意いただいたうえでご返信い

ただきますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2025 年 7 月承認）A25-101043 


